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筋・骨の廃用萎縮に及ぼすストレスホルモンの影響

名古屋女大　○河野節子　末田香里　名古屋大環境医学研　大森幸子

　目的　近年、寝たきり老人の増加が社会的問題となりつつあり、長期臥床時によって引

き起こされる廃用萎縮の疾患機序及びその対策が迫られている。本研究では、ラット尾部

懸垂によって引き起こされる後肢筋の廃用萎縮のモデルとし、萎縮を憎悪させる異化タン

白ホルモンが、懸垂により増加するか否かを他のストレス関連ホルモンと･併せて測定した。

　方法　ウィスター系雄ラットを代謝ゲージで予備飼育後、5週齢時(体重150g)に懸垂

を開始し一週間後屠殺解剖し、各種の臓器重量を測定した。懸垂期間中の摂餌量、摂水量

を測定し、また懸垂開始2日前から連日2 4時間尿を採取した。尿中のコルチコステロン

及び坑利尿ホルモン（ＡＤＨ〉をR I A法で、カテコールアミンを蛍光法により測定した。

　結果　懸垂開始初日に摂餌量、摂水量の有意な減少が認められ、その後徐々に回復傾向

を示した。尿量は懸垂期間中、非懸垂群に比し有意差は認められなかった。コルチコステ

ロンの尿中排泄量は懸垂開始後３日迄有意に増加し、その後低下したが懸垂終了時でも対

照群より高値を示した。尿中カテコールアミンは懸垂後３日間有意に増加、その後m少し

た。ＡＤＨは懸垂開始後2日より持続的な尿中への排泄増加が認められた。屠殺解剖時副

腎の肥大、胸腺の萎縮が認められた。

　結論　ラットの尾部懸垂は、副腎の肥大、胸腺の萎縮が引き起こされ、持続的な分泌増

加を示唆した。事実尿中へのコルチコステロンの排泄量が著しく増加した。従って、この

モデルを用いた筋・骨の廃用萎縮の研究にこれらのストレスホルモンの増加を介する内分

泌系の関与が示唆された。
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　目的老人介護から生じるストレスに関する研究は、日本itかりではなく欧来において

も大きな関ひを集めている。 Zaritら（1980）によるThe Burden Interviewの開発以来、老

人介護者の負担に関する研究力話発に行われてきたが、最近では負担という概念に厳密な

定義が与えられていないばかりか、関連要因に関する理論も欠如しているという研究の限

界鰐旨摘されている。本研究はストレス理論をもとに、介護者のストレスを分析するため

の要因構成とその概念規定を明確にしたうえで、ストレス軽減要因を明らかにする。

　方法長野県長野市の寝たきり老人台帳に登録されている全ての老人の主たる介護者を

対象として、1987年10～11月に実施された「寝たきり老人の介護に関する調査」から得ら

れたデータを、因子分析、分散共分散分析などの手法を用いて分析する。調査は寝たきり

老人の居住担当地区の民生委員が調査票を寝たきり老人の主たる介護者に配布し、後日密

封された調査票を回収するという方法で実施された。調査対象者数は873名、有効回答率は

81.6％で、712名のデータを得た。

　結果家族介護者のストレスを分析するための概念を検討した結果、ストレッサー、資

源、認知、対処、ストレス反応という５つを用いることにした。介護ストレス反応に対す

る２種類のストレヅサー（老人の身体的障害、痴呆症状）の主効果は全ての分析において

有意であった（pく.001またはpく.01）。２つのストレッサーに対する資源要因のストレス軽

減効果は、個人資源でit主介護者個|瞭、介護の時間的余裕、家族資源でiま緊急時の家族

内での介護代替者、家族システムの特性、老人の専用室、家族外資源では親族・友人・近

隣のサポートネットワークにみられた。
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